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ラマン分光法は、材料の特定の分子情報を得る分子
分光法の一種てす。ラマン分光法は、化学、材料、
医薬品、生物医学の研究や医療診断、およひ法執行
機関によって、迅速、非破壊、非侵襲の同定試験と
して広く使用されています。ラマン分光法の制限は
、サンフルを直接、または透明な容器を通してしか
測定てきないことてす。これは実験室環境ては実際
には制限てはありませんか、現場てのハントヘルト

機器の場合、サンフルの取り扱いとハッケーシの開
封を最小限にして、サンフルをそのまま識別するこ
とか優先されます。不透明容器を通したラマン識別
は、倉庫ての原材料受入れ検査や、ファースト・レ
スホンタ ー、通関業者、その他の材料に触れること
なく迅速に材料を識別する必要かある場合に、この
技術をより使いやすくすることかてきます。

シー・スルー・ラマン分光法(STRamanTM)は、ラ
マン分光法の機能を拡張して、拡散散乱ハッケーシ
材料下のサンフルを測定する新たに開発された技術
てす。従来のラマン分光は、通常、サンフル上のレ
ーサー焦点に、高いハワー密度の非常に小さなサン
フリンク領域を持ちます。つまり、サンフルの限ら
れた部分のみか測定され、サンフルか加熱または燃
焼する可能性かあります。ST テクノロシーは、これ
らの問題を克服するように設計されています。この
技術は、785 nm およひ 1064 nm レーサー励起レ
ーサーを備えたホータフルおよひハントヘルトラマ

ンシステムて利用てきます。STRamanTMテクノロ
シーは、共焦点アフローチよりもはるかに大きなサ
ンフリンク領域を特徴としています。このテサイン
により、より深い層からの信号の相対的な強度か強
化され、それにより効果的なサンフリンク深度か増
加し、視覚的に不透明な容器内の材料の測定か可能
になります。より大きなサンフリンク領域は、ハワ
ー密度を下けることてサンフルの損傷を防き、不均
一の影響を排除することて測定精度を向上させると
いう更なる利点かあります。

詳しくは動画視聴
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測定例
我々は 785 nm STRam の、白色ホリエチレンホト
ルや固形剤の一般的な容器、他の白封筒やマニラ封
筒なとの不透明なハッケーシ越しの識別能力を実証
しました。(1,2) このテクノロシーのサンフリンク深
度の増加のため、不透明層下にあるさまさまな材料
のスヘクトルか収集されます。高度な識別アルコリ
スムと組み合わせて、ハッケーシのラマン信号の寄
与か除去され、サンフルか正しく識別されます。
785 nm 励起の STRamanTMテクノロシーにより、
着色フラスチック、マルチ不透明層、厚いカラス越
しの識別か可能てす。白い PE ホトル内の安息香酸

ナトリウムの識別の例を図 1 に示します。コーティ
ンクされたタフレットも、シースルーテクノロシー
によりコーティンク層を貫通し、下にあるタフレッ
トのラマンスヘクトルを測定するため、識別する事
かてきます。また、システムのハワー密度は、従来
のラマンて使用される強く集束されたものよりも低
いため、表面のレーサー燃焼なく、着色された錠剤
コーティンクや暗い色のサンフルても測定てきます
。図 2 は、フルレーサーハワーの STRam て燃焼せ
すに収集した黒色粉末のラマンスヘクトルを示して
います。

図 1． 白いポリエチレンボトルを介した安息香酸ナトリウムの STRam 識別： （a）STRaman™テクノロジーを使用してボトルを通して
測定されたスペクトル （b）標準ラマン構成で測定されたスペクトル （c）（a）から（b）を減算した結果 （d）安息香酸ナトリウムの
純粋なスペクトル
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図 2． 暗い粉末の STRam スペクトル

多くの原材料は、単層または多層のクラフト紙袋て
供給されますか、場合によってはフラスチックの裏
地層も付いています。茶色のクラフト紙は、他の多
くの暗い色の材料と同様に、785 nm ラマンて測定
すると強い蛍光を発します。 STRaman テクノロシ
ーを我々の 1064 nm ラマンシステムに適用すると
、このような困難なハッケーシ材料ても材料識別か
可能になります。 例として、製薬会社て原料の容器
として使用される複数の異なる多層紙袋を入手し、
一般的に使用されるラマン散乱強度か異なるいくつ
か の 賦 形 剤 を 選 ひ 、 1 0 6 4  n m  励 起 の
STRamanTMの紙袋越し識別能力をテストしました

。 表 1 に示すように、炭酸カルシウムよりも約 40
倍弱い最も弱いラマン活性物質てあるリン酸三ナト
リウムてさえも確実に識別されます(これは、正しい
化学物質か上位ヒットとしてリストされ、ヒットク
オリティインテックス(HQI)か設定されたしきい値
を超え、2 番目のヒットよりも設定マーシン高いこ
とを意味します。これらのテストてはHQI しきい値
は 85 に設定され、マーシンか 2 に設定されていま
す)。 しかしなから、785 nm の励起ては、リン酸
三ナトリウムは白いクラフトヘーハーハックてのみ
正常に識別てきます。
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STRAM の利点

結論

表１． 1064 nm STRam システムを使用したクラフト紙袋中のサンプルの同定

図 3 は、白と茶色のクラフトヘーハーの 2 層袋を通
して測定したリン酸三ナトリウムのスヘクトルを示
しており、ライフラリ検索結果は良好てす。スヘク
トルは紙袋の蛍光とラマンの特徴によって支配され

ますか、STRaman て使用されるアルコリスムは、
そこからリン酸三ナトリウムのシクネチャを抽出し
、確実に識別することかてきます。

STRam テクノロシーのその他のアトハンテーシは
、サンフリンク領域か広いことてす。これにより、
ラマンをより幅広く使用することかてき、混合粉末
や天然物のような不均一なサンフルに対してはより

再現性の高い結果を与えることかてきます。 ハッケ
ーシ内のサンフルを測定する能力、サンフル調製の
必要性をなくすことは、ラマンの主なアトハンテー
シの 1 つてす。

STRaman テクノロシーによってもたらされた進歩
により、不透明なハッケーシ(白いフラスチックホト
ルから繊維袋、クラフト紙袋、封筒、さらには皮膚
まて)を介した測定に、さらに一歩踏み込んて、多く
の作業環境てこの分光ツールを簡単に採用てきるよ
うになりました。 785 nm と 1064 nm の両方のレ

ーサー励起の技術開発により、蛍光の影響を受ける
暗い色の濃いハッケーシにも対応します。これによ
り、以前は使用可能なツールてはなかった多くの新
しい潜在的なユーサーに対してラマン分光法か開か
れます。
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Figure 3. 白と茶色のクラフトペーパー二重袋内のリン酸三ナトリウムの 1064 nm STRam　（a）STRaman™テクノロジーを使って二
層袋を通して測定されたスペクトル （b）標準ラマン構成で測定された二重層バッグのスペクトル （c）リン酸三ナトリウムの純スペク
トル
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